
ハイライト: 

・修学旅行から帰ったと思ったら、もう冬休みです。宿題はお早めに。 

・いよいよ冬休み。巷（ちまた）の誘惑に負けず、自らを律してください。 

・卒業生（日本体育大学）が母校を訪問してくれました。近況の報告です。 

・単位の認定に関する教務規定を再確認して進級に備えましょう。 

・「就職は来年度も氷河期」。気になる新聞報道がありました。 
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  体験旅行の学びを生かそう  

 さぁ、冬休み  －甘い誘惑にご用心－ 

■冬休みは、夏休みほどではありませ
んが、17日間に及ぶ超大型の連休で
す。クリスマスに年末・年始と、街は人
であふれ、年の瀬を迎える慌ただしさと
ともに、新しい年を迎える興奮に満ちて
います。「17歳」という年齢は、時として
大人の待遇を受けたり、またある時に

は、子ども扱いをされたりと瞬時に心が揺

れ動く繊細な年頃です。２年生の皆さ

ん、自分を大切にしてください。そして、

楽しいことだけを追い求める甘い誘惑に

耳を貸さないでください。１月８日、元気

に第３学期の始業式を迎えましょう。新

年の再会を楽しみにしています。 

                愛知産業大学工業高等学校 第２学年 

 諸君が今度の修学旅行で最も目に

し、また耳にする「めんそーれ（ようこ

そ）」は日本の古い言葉をもとにした

ウチナーグチ（沖縄の方言）であり、

「参り候へ（まいりそうらえ）がその語

源であると言われている。また、第二

次世界大戦末期、日本国内唯一の

地上戦と言われる沖縄戦では地元の

高等女学校（ひめゆりを含む）で５９２

人が学徒動員され、その内３５６人（約

６割）が、男子中学校（旧制中学で現

在の高校にあたる）では１，８４８人が

動員され、その内９４２人（約５割）が戦

死している。これらは諸君の先輩が事

前研究発表会でまとめた一例で 

 

 

 

 ２学年４１６名は、１２月１１日から３泊４

日の日程で、沖縄への修学旅行を経

験しました。幾人かの体調不良者はあ

りましたが、異文化に接したり、仲間や

バスガイドさんとの語らいを通じて一生

の思い出ができたことでしょう。 

 本日で第２学期が終了します。高校

生活も折り返し点を過ぎた時でしょう

か。これからの１年間は、進路の決定

という大切な課題を解決しなくてはな

りません。自分の適性は？保護者の

希望は？将来の見通しは？など、この

冬休みを有効に使って、これからの人

生について、真面目に向き合ってみま

しょう。いつか、大きく成長したキミたち

との再会を沖縄の人たちは心待ちにし

てくれているはずですから･･･。 
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琉球王朝の雰囲気を背に受けてのワン
ショット。首里城は守礼門の前にて。 

歴史の重みを実感する旅

行でもありました。 

        (ひめゆりの塔 にて) 



▼修学旅行では、ひめゆりの塔、

首里城、美ら海水族館などの有名

な観光スポットを巡る一方で、ク

ラス別研修が企画された。洞窟探

検や船釣り、カヌー、そして伊江

島に渡っての民泊体験など、さま

ざまな内容だった。感想の一部を

紹介しよう。 

･「ガイドさんの豊富な知識には驚

きました。僕たちとそんなに年齢

も違わないのに。感心しました」 

･「美ら海水族館でのジンベイザメ

は迫力があった。餌付けの様子を

くまなく見学できて幸運でした」 

･「沖縄は名古屋に比べて田舎でし

た。でも、人の 

 

 全てが新鮮・発見～楽しい思い出できました～ 

 時数不足と不認定  

■単位の修得については、成績点
だけでなく、授業の出席時間数に
ついての教務規定があります。長
期欠席や遅刻を多数回、繰り返す
ことによって、規定の出席時間数
に達しない場合は、単位認定委員
会の承認を得て補充することにな
ります。また、４教科１１単位以
上の不認定がある場合は、進級で
きません。高校生として、最低限
の学習努力と、規律ある日常の積
み重ねを大切にしましょう。 

■先日、機械科を卒業して日

本体育大学体育学部に進学し

た村瀬君が訪ねてくれました。

在学中は、長身をいかしてバス

ケットボール部に明け暮れまし

た。「先輩との関係は厳しく、

まだまだ半人前の扱いです。で

も、伝統の重みを感じることも

多くあります」と、大学生活の

魅力を聞かせてくれました。 
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透き通る美しい海と青い空がどこまでも

続く沖縄。青春の記念碑。 

【行事予定】 

1月 
     8日 始業式 
   12日 平常授業開始 
     実力試験 

      （専門教科） 

 15日 卒業献血(３年生) 
 29日 推薦入試(休講) 
 

２月  
   9日 一般入試(休講) 
    15日 生徒会役員選挙 
    20日 保護者役員会 

 進路探究①  氷河期 

た。でも、人の優しさと温

もりを感じました」 

･「船釣りは楽しかった。特

に最初の当たりはデカくて

竿がすごくしなりました」 

･「平和な国であるという当たり前

のことに感謝して生きていかなく

てはならないと思った」 

･「ひめゆり学徒のみなさんの顔を

見ていると、その無念さが伝わっ

てきました。勉強になりました」 

･「他の学校の旅行と重なって、と

ても人が多かった。また個人的に

ゆっくり訪ねたいと思った」 

･「この旅行は、人生でＴＯＰ１０

に入るくらい楽しいものでした」 

■１２月１７日付の中日新聞による

と「１１年卒の高卒の採用調査は、

「減らす」が４．９％で、「増や

す」の２．２％を上回った。厳しい

就職戦線が続きそう」と報道してい

ます。(各教室に抜粋記事が掲示中) 
 今年の３年生の苦境ぶりは、十二

分に承知していることでしょう。

「対岸の火事」ではありません。氷

河期を乗り切るためには、早い段階

からの準備は欠かせません。来年は

「受験生」なのですから。  


